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特別利益（負ののれん発生益）の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年３月期第３四半期連結累計期間において、特別利益（負ののれん発生益）を計上すること

になりましたのでお知らせいたします。また、2025 年 5 月 15 日に公表した 2026 年３月期の通期連結業績予

想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

記 

 

１．特別利益（負ののれん発生益）の計上 

当社は、2025 年８月 21 日付「エレコム株式会社による日本アンテナ株式会社の完全子会社化に関する株

式交換契約締結（簡易株式交換）及びエレコムグループと日本アンテナ株式会社の経営統合契約締結に関する

お知らせ」、また 2025 年 11 月 25日付「（開示事項の経過）簡易株式交換による日本アンテナ株式会社の完

全子会社化完了及び同社の役員に関するお知らせ」において公表いたしましたとおり、2025 年 11 月 25 日を

効力発生日として、当社を株式交換完全親会社、日本アンテナ株式会社（以下「日本アンテナ」）を株式交換

完全子会社とする株式交換を行いました。これに伴い、2026 年 3 月期第３四半期連結累計期間において、負

ののれん発生益7,648百万円を特別利益として計上いたしました。なお、負ののれん発生益の金額は、入手可

能な合理的な情報に基づき、暫定的に算定された金額であります。 

 

 

２．2026年３月期通期連結業績予想の修正 

 

（１）2026年３月期 通期の連結業績予想数値の修正（2025年4月1日～2026年3月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期

純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

130,000 

百万円 

14,900 

百万円 

14,800 

百万円 

10,150 

円銭 

132.93 

今回修正予想（Ｂ） 131,000 14,900 14,800 17,798 230.56 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋1,000 － － ＋7,648  

増 減 率（ ％ ） ＋0.8 － － ＋75.4  

（参考）2025年 3月期 

通 期 実 績 
118,007 13,531 13,190 9,300 119.24 



  

 

 

（２）修正の理由 

売上高は上方修正となりました。高価格帯製品の拡販に注力する理美容家電や、堅調な需要と新商品投

入で伸長するパワーサプライ（モバイルバッテリー、AC 充電器）で競合からのシェア獲得等に苦戦し、モ

バイルケーブルでは市場縮小の影響を受けました。また防犯意識の高まりを背景に大きく成長してきたセ

キュリティ関連事業でも一部その反動が見られるなど、当初予想を下回る品目もありましたが、キーボー

ドやドッキングステーション等では政策需要や Windows10 サポート終了に伴うパソコン更新需要の影響を

取り込み、モバイルアクセサリ等でも新商品開発に支えられ好調に推移し、法人向け事業で注力するイン

ダストリアルＰＣの領域ではタブレットの受注が伸長しました。加えて、本資料「１．特別利益（負のの

れん発生益）の計上」にて記載のとおり、日本アンテナの子会社化に伴い、2025年 10月 1日をみなし取得

日として同社の6ヵ月の業績を取り込んだことで、売上高全体は当初予想を上回る見込みとなりました。 

一方、営業利益は、増収効果はありますが、Ｍ＆Ａ関連費用などを織り込んだことで、変更しておりま

せん。経常利益についても、為替相場の変動が激しく、為替差損益等の影響予想が困難なため、変更して

おりません。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、日本アンテナの子会社化に伴う負ののれん発生益の計上により、

上方修正となりました。 

 

 （注）上記業績予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 実際の業績は、今後の様々な要

因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

 

以 上 


